
知多北部広域連合
ケアプランデータ連携システム
普及啓発研修会

システム使用事業所事例紹介

ケアプランセンターメロディ
管理者・主任介護支援専門員 飯嶋進哉

日時：令和７年１月１７日（金）１３時３０分～１６時３０分
会場：東海市しあわせ村 多目的ホール

【資料７】



【ケアプランセンターメロディの概要】

〇株式会社メロディ
〇知多市新知東町３－４３－２
〇ケアマネジャー：７名（常勤：６名、非常勤：１名）

〇事務員：１名

〇要介護：２４４件給付
（契約者：２５４件 ※令和６年１０月）
〇特定事業所加算Ⅱ：４２１単位
〇特定事業所医療介護連携加算：１２５単位
〇ターミナルケアマネジメント加算（１７回算定）
〇退院退所加算（３８回算定）※令和６年３月～１０月の時点



＜飯嶋進哉：プロフィール＞
・１９７７年静岡県出身。藤枝明誠高校生徒会長。日本福祉大学社会福祉学部社会福祉学科卒業。
「手話のお兄さん」として、保育園、幼稚園、小学校、中学校で手話コンサートに出演。また、高
校、大学をはじめ、各種団体(保護司会、更生保護女性会、ライオンズクラブ、商工会議所、青年
会議所、倫理法人会等)にて、「ふくし」に関する講演を行い、これまでに１０００回以上のス
テージに立っている。その活動はＮＨＫさらさらサラダ、ＮＨＫスマイルキャンペーン、中京テレ
ビ、ＣＢＣテレビ、中日新聞、読売新聞、毎日新聞など多数のメディアで紹介された。

＜これまでの社会活動＞
・愛知県介護支援専門員協会会員施策委員。半田市介護保険運営協議会委員。碧南市ほっとプラン
策定委員会委員。碧南市介護認定審査会委員。碧南市ケアマネジャー部会部会長。東浦町福祉まつ
り実行委員長。半田市立半田小学校ＰＴＡ役員５年（書記・会計・会長・監査・顧問）。半田小学
校区役員（少年を守る会・学校運営支援協議会・学区教育会）。日本介護支援専門員協会第１回川柳コン
テスト最優秀賞。知多市居宅介護支援事業所連絡協議会会長。知多市認知症初期集中支援チーム検討
委員。知多市包括支援協議体委員。知多市在宅医療・介護連携に関するワーキンググループ委員。
日本福祉大学ゲスト講師（社会福祉学部、健康科学部、経済学部）。日本福祉大学「地(知)のマイ
スター(地域福祉)」。

＜著書＞
・「不良だった僕が福祉で働くワケ」※日本図書館協会選定図書
・「なぜ父親は、ＰＴＡを３年やると子育てに夢中になるのか」
＜共編著＞
・「子どもの豊かな育ちと文化・福祉・教育」
・「子どものヒューマンな育ちと文化・福祉・教育」
・「私の生き方・コンセプトと福祉・文化・教育」
＜論文＞
・高齢者所在不明問題における年金不正受給についての一考察
～東京都足立区「１１１歳」年金搾取事件から～（日本福祉大学社会福祉学会編／福祉研究）



事業所数 人数 枚数 事業所数 人数 枚数 事業所数 人数 枚数

通所介護 15 57 174 4 44 93 36 108 283
福祉用具貸与 11 127 317 4 121 248 23 181 388
訪問介護 9 57 150 3 41 85 20 84 214
訪問看護 10 43 111 0 0 0 13 51 125

地域密着型通所介護 8 16 48 0 0 0 10 22 61
通所リハビリ 8 34 84 0 0 0 8 38 96

短期入所生活介護 4 6 21 0 0 0 7 14 45
訪問入浴 1 2 5 1 2 6 4 8 31
訪問リハビリ 2 2 6 0 0 0 3 3 9

合計 68 344 916 12 208 432 124 509 1252

令和６年１０月★要介護：２４４件給付
ケアプランデータ連携システム

ワイズマンＡＳＰ令和５年１月★要介護：１７７件給付
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ケアプランセンターメロディが
「ケアプランデータ連携システム」を
導入した目的は、
この２点です。

＜目的＞
①新型コロナウイルス（感染症対策）
②災害時を想定ＢＣＰ（業務継続計画）



【ＩＣＴ導入のきっかけは、新型コロナウイルス】



【ケアプランセンターメロディが
『システム』を取り入れた理由】

私たちが担当している方が、令和２年４月１３日（月）新型コロナウ
イルス陽性となり、６日後の４月１９日（日）にご逝去されました。その
後、私も含め、数名のご利用者の方々が新型コロナウイルス陽性と
なりました。
ケアマネジャーとして、新型コロナウイルスを「感染させて
しまう」という恐怖心がありました。家族や同僚、そしてご利
用者の方々やご家族の方々、介護サービス事業所や医療機関の
方々に、「感染させてしまったら」・・・。
新型コロナウイルス陽性となり、通常の業務ができないこと

への焦りのなかで、私たちにできることは何だろう？
と考えました。
オンラインやＩＣＴの活用により「ケアマネジメントを継続

することができるかもしれない！」と思ったのです。



【感染拡大時に私たちにできること！？】



【１８年間ケアマネをしてきた中での葛藤】

〇平成１８（２００６）年：介護支援専門員
〇平成２４（２０１２）年：主任介護支援専門員
〇平成３０（２０１８）年：日本介護支援専門員協会

災害支援ケアマネジャー
静岡県災害支援リーダー

これまで大切にしてきた想い

「提供票は可能な限り事業所へ持参する！」
「顔の見える関係をつくる！」



業務のやり方を変えるには勇気が必要

事務員やケアマネジャーの協力が必要

会社の理解が必要
システム料：２１，０００円

・慣れたやり方
・毎月のルーティーン
・なぜ、ＩＣＴが必要？
・ＩＣＴが苦手

・ケアプランはどうする？
・署名捺印は？
・月の途中でプラン変更！
・事業所の様子がわからない

・どのタイミングで送信？
・どのパソコンで行う？
・１回しか受信できない？

・新規や退院の人は？
・紙なしで実績はどうやる？
・実績は合っている？



【ケアプランデータ連携システム導入前】
〇令和５年１月（要介護１７７件）
＜６８事業所へ延べ３４４人分の提供票を送付＞
★Ａ４用紙：９１６枚を印刷し送付。

〇通所介護： １５事業所 ５７人 １７４枚
〇福祉用具貸与： １１事業所 １２７人 ３１７枚
〇訪問看護： １０事業所 ４３人 １１１枚
〇訪問介護： ９事業所 ５７人 １５０枚
〇地域密着型通所介護： ８事業所 １６人 ４８枚
〇通所リハビリ： ８事業所 ３４人 ８４枚
〇短期入所生活介護： ４事業所 ６人 ２１枚
〇訪問リハビリ： ２事業所 ２人 ６枚
〇訪問入浴： １事業所 ２人 ５枚



【Ａ４用紙：９１６枚にかかる費用】 ★６，７４１円①②③
①紙 代 ：１枚／０．８６円×９１６枚＝ ７８８円
②印刷代 ：１枚／ ４円×９１６枚＝３，６６４円
③ＦＡＸ代：１枚／ ２．５円×９１６枚＝２，２９０円
④仕分け作業の人件費
※印刷した９１６枚を６８の事業所ごとに仕分けをす
る作業時間にかかる人件費

⑤ＦＡＸ送信にかかる人件費
※６８事業所へＦＡＸを送る作業にかかる人件費
⑥９１６枚の提供票を廃棄するコスト
注：「提供票」を送信以外に「実績の受信」をＦ
ＡＸでした際にも①③④⑥のコストがかかります。
※「送・受信」で１万円以上が必要。



【業務のやり方変更にチャレンジ】
〇ＦＡＸや電話をメールに変更
〇音声入力、Googleレンズを活用して文字化
〇クリックスキャン（PDF、Word、 Excelへ変
換）にて文字化

〇愛知県ＩＣＴ補助金にてiPadを購入
〇ノートパソコン、Wi-Fiルーター、
スマートフォンを用意

〇Slackなどのアプリで情報共有
〇ちた梅子ネットワーク

〇ケアプランデータ連携システム



【ケアプランデータ連携システム運用のイメージ】

社長の理解
２１，０００円
※早い段階
でチャレンジ
を応援

中野さんが
システム登録
※メロディホ
ールディング
スのシステム
エキスパート

齋藤さんが
データ連携
運用
※事務員が
大活躍

時間
短縮

紙代
削減

環境
整備

運用
準備

運用
開始

運用できる
介護サービ
ス事業所を
調べる

介護サービ
ス事業所へ
運用の依頼
をする

介護サービ
ス事業所と
運用を開始
する



【ＳＴＥＰ１ 提供票の頭紙に案内文】
導入した際に、まず行ったことは、提供票を送る際の「頭紙」に
下記のような文章をつけました。



【ＳＴＥＰ２ 最初の１歩は１件ずつ】
次に行ったことは、「デイサービスさとのゆめ」と１件だけケアプラン

データ連携システム。お互いに初めての試みであったため、まずは、
１件だけ「送信」をしました。



【ＳＴＥＰ３ アクシデント発生】

「アサヒサンクリーン福祉用具センター名古屋」とも連携を
してみたところ、思わぬことも起きました。「アサヒサンク
リーン福祉用具センター名古屋」から受信して提供票の実績
に取り込まれた「手すり」についてです。
複数の「手すり」を貸与している方の提供票の実績が合算

されてしまい、１つの「手すり」として表記されてしまいま
した。「アサヒサンクリーン福祉用具センター名古屋」へ問
い合わせたところ、実績データを抽出した際に、１つの「手
すり」として合算されてしまうとのことでした。これは、使
用しているシステム上の課題であるため、「アサヒサンク
リーン福祉用具センター名古屋」に関しては、こちらから
「提供票」の送信は行うものの、「提供票」の受信は行わな
いことにしました。
★「提供票」の「送信」のみの活用に変更。



【ＳＴＥＰ４ 登録している事業所を探す 】



【ＳＴＥＰ５ 登録している事業所へお願いをする】

「仙台屋」「くらそっとユウナル東海店」には直接、
お伺いをしてケアプランデータ連携システムの活用
をお願いして運用がスタートしました。その後、「東
海エイド西尾」「入浴介護センター」ともケアプラン
データ連携システムでの連携を行っています。
★現在は、
「ケアプランデータ連携システム」：５事業所
「ワイズマンＡＳＰ」：７事業所
合計１２事業所に提供票をデータ送信しています。



【令和６年４月～１０月までに届いた提供票実績】

★提供票以外にも、介護サービス事業所からは、個別計画書、評価（モニタリング）、
空き情報等がＦＡＸで送られてきます。上記の写真は提供票の実績のみの「紙」です。
これからの「紙」をシュレッダーにかけ、処分をする費用もかかります。



事業所数 人数 枚数 事業所数 人数 枚数

通所介護 15 57 174 36 108 283
福祉用具貸与 11 127 317 23 181 388
訪問介護 9 57 150 20 84 214
訪問看護 10 43 111 13 51 125

地域密着型通所介護 8 16 48 10 22 61
通所リハビリ 8 34 84 8 38 96

短期入所生活介護 4 6 21 7 14 45
訪問入浴 1 2 5 4 8 31
訪問リハビリ 2 2 6 3 3 9

合計 68 344 916 124 509 1252

令和６年１０月　★要介護：２４４件給付令和５年　１月　★要介護：１７７件給付



【ケアプランセンターメロディ】

★１２４事業所が提供票受信
●延べ：５０９人分
●枚数：１，２５２枚
●費用：９，２１４円

★１２４事業所へ提供票送信
●延べ：５０９人分
●枚数：１，２５２枚
●費用：９，２１４円

【ケアプランセンターメロディ】

★１２４事業所から実績受信
●延べ：５０９人分
●枚数：１，２５２枚
●費用：９，２１４円

★１２４事業所が実績送信
●延べ：５０９人分
●枚数：１，２５２枚
●費用：９，２１４円

提供票の送信・受信には
多くの『紙』が使われています。
１０月（２４４件）の
提供票の送信・受信を
ＦＡＸした際の枚数と費用は？

双方のＦＡＸの合計枚数は？

５，００８枚
双方の合計費用は？

３６，８５６円



【ケアプランセンターメロディ】

★１２４事業所が提供票受信
データでの受信が増加

★１２４事業所へ提供票送信
伝送方法をデータに変更

【ケアプランセンターメロディ】

★１２４事業所から実績受信
データでの受信が増加

★１２４事業所が実績送信
データでの送信が増加

ケアプランデータ連携システム

＋
ワイズマンＡＳＰ

＋
ＦＡＸへデータを伝送

双方のＦＡＸの合計枚数は？

枚数が減っている

双方の合計費用は？

費用も減っている



令和６年１０月
事業所名 種別 連携方法 件数 枚数

くらそっとユウナル東海店 福祉用具貸与
ケアプランデータ
連携システム 45 91

（株）仙台屋ケアサポート部 福祉用具貸与
ケアプランデータ
連携システム 34 69

アサヒサンクリーン福祉用具センター 福祉用具貸与
ケアプランデータ
連携システム 34 69

東海エイド西尾 福祉用具貸与
ケアプランデータ
連携システム 8 19

入浴介護センター 訪問入浴
ケアプランデータ
連携システム 2 6

デイサービスメロディ 通所介護 ワイズマンＡＳＰ 33 67
訪問介護メロディ 訪問介護 ワイズマンＡＳＰ 22 45
訪問介護メロディ東海 訪問介護 ワイズマンＡＳＰ 10 21
新舞子すみれ訪問介護ステーション 訪問介護 ワイズマンＡＳＰ 9 19
新舞子すみれデイサービスセンター 通所介護 ワイズマンＡＳＰ 7 15
デイサービスメロディ東海 通所介護 ワイズマンＡＳＰ 2 5
デイサービスさとのゆめ 通所介護 ワイズマンＡＳＰ 2 6

合計 208 432

提供票：２０８件、４３２枚をデータ送信



【活用のポイント】
（１）ケアプランデータ連携システム
・ ５事業所、１２３人、２５４枚
（２）ワイズマンＡＳＰ連携
・ ７事業所、 ８５人、１７８枚
（３）合計（ケアプランデータ連携+ワイズマンＡＳＰ）
・１２事業所、２０8人、４３２枚をデータ連携。

※ケアプランセンターメロディでは、福祉用具２３事
業所、通所介護３６事業所をケアプランに位置付け
ています。その中でも、利用者数が多い事業所と
「ケアプランデータ連携システム」を活用することが
ポイントのひとつだと思います。



【ケアプランデータ連携システム導入後】
〇令和６年１０月（要介護２４４件）
＜１２４事業所へ延べ５０９人分の提供票を送付＞
★Ａ４用紙：１，２５２枚（内：４３２枚をデータ送信）。
〇通所介護： ３６事業所１０８人２８３枚
〇福祉用具貸与： ２３事業所１８１人３８８枚
〇訪問介護： ２０事業所 ８４人２１４枚
〇訪問看護： １３事業所 ５１人１２５枚
〇地域密着型通所介護：１０事業所 ２２人 ６１枚
〇通所リハビリ： ８事業所 ３８人 ９６枚
〇短期入所生活介護： ７事業所 １４人 ４５枚
〇訪問入浴： ４事業所 ８人 ３１枚
〇訪問リハビリ： ３事業所 ３人 ９枚



・１２事業所、延べ２０８人、４３２枚をデータ連携。
【Ａ４用紙：４３２枚にかかる費用】 ★３，１８０円①②③
①紙 代 ：１枚／０．８６円×４３２枚＝ ３７２円
②印刷代 ：１枚／ ４円×４３２枚＝１，７２８円
③ＦＡＸ代：１枚／ ２．５円×４３２枚＝１，０８０円
④仕分け作業の人件費
※印刷した４３２枚を１２の事業所ごとに仕分けをす
る作業時間にかかる人件費

⑤ＦＡＸ送信にかかる人件費
※１２事業所へＦＡＸを送る作業にかかる人件費
⑥４３２枚の提供票を廃棄するコスト

★３，１８０円+④+⑤+⑥＝「 円」



現在
１か月
６，３６０円削減

６，３６０円×１２か月＝７６，３２０円の削減
※仕分けやＦＡＸ送信等の人件費は除く
ケアプランデータ連携システムの費用は

年間：２１，０００円
現在：５５，３２０円の削減 ．



令和６年１０月
★３，１８０円×２（送信+受信）＝６，３６０円の
紙代等が削減されています。
６，３６０円×１２か月＝７６，３２０円の削減
※仕分けやＦＡＸ送信等の人件費は除く

ケアプランデータ連携システムの費用は .

年間：２１，０００円 ．

※１２５２枚-４３２枚＝「８２０枚現在：５５，３２０
円の削減．」が削減できれば・・・、
年間で２０万円以上の紙代等の削減ができます。



１２４事業所
１，２５２枚の
提供票の内

年間で２０万円以上の紙代等が削減可能

現在１２
事業所
４３２枚の
提供票の
紙が削減

残り１１２
事業所
８２０枚の
提供票を
データに
したい

ケアプランデータ連携システム

ワイズマンＡＳＰ

７６．３２０円の削減

ケアプランセンターメロディと
つながりのある介護サービス
事業所のみなさまへ

残り１１２事業所のみなさまと
『データ連携』をするには、
僕たちは何ができるのでしょ
うか？



【効果】
①経費削減（印刷代、紙代、ＦＡＸ通信代、人件費等）

②利用者数の増加
※感染対策・業務継続計画に踏まえ導入した「ケア
プランデータ連携システム」ですが、「印刷」「仕
分け」「ＦＡＸ送信」「実績の仕分け」「実績の入
力」等の業務が短縮されたことにより、ケアマネジ
メントに費やす時間が増えています。

〇導入前は、
⇒要介護：１７７件の給付（令和５年１月）。
〇導入後は、
⇒要介護：２４４件の給付（令和６年１０月）。
※要介護： ６７件の利用者増。



【課題】
①１２４事業所をケアプランに位置付けていま
すが、データ連携は１２事業所（内、ケアプ
ランデータ連携システムは５事業所）です。

②使用しているシステムによっては、取り込み
はできるが出力できない事業所もあります。

③ケアプランデータ連携システムでの活用は、
提供票の送信と実績の受信のみ行っています。

④ケアプラン１表・２表・３表をケアプラン
データ連携システムでどのように活用すれば
よいのかわかりません。

※これらの点が私たちの今後の課題です。



「ケアプランデータ連携システム」は災害時
を想定したＢＣＰ（業務継続計画）において
も、有効な手段だと思います。
事務所が被災した場合、デスクトップパソ

コン、紙、複合機、ＦＡＸが使えなくなるこ
とも想定されます。そのような際に、データ
で「提供票」の送信、受信する環境を整備し
ておけば、どこにいても、いつでも、給付管
理が行えるはずです。
現在、１２４事業所のうち、１２事業所と

しか「データ連携」ができていませんので、
残り１１２事業所ともＢＣＰ（業務継続計
画）について一緒に考えていきたいと思いま
す。



「ケアプランデータ連携システム」を導入したことで、
導入前よりも、より多くの要介護者のケアマネジメン
トを実践することができています。また、介護サービ
ス事業所も、導入前より２倍近い事業所をケアプラ
ンに位置付けています。しかし、「ケアプランデータ
連携システム」を導入すれば、同様の効果が得られ
るという保障はありません。
ケアプランセンターメロディとしては、今後も「感染
症対策」「ＢＣＰ（業務継続計画）」を目的に、どのよ
うな状況下でも、ケアマネジメントが実践できる環境
を整備していきたいと思います。



【知多市の情報交換による普及と予想される効果】

エーゼットプラン

管理者：後藤様
主任介護支援専門員

※ケアプランデータ連携システム
※ワイズマンＡＳＰ

主任介護支援専門員同士で情報交換

★データ連携が普及
★ＢＣＰ（感染：災害）対応
★ケアマネジメントの継続

ケアプランせんが

管理者：千賀様
主任介護支援専門員

※ケアプランデータ連携システム
※ワイズマンＡＳＰ

「ケアプランデータ連携
システム」や「ワイズマン

ＡＳＰ」をどこの
介護サービス事業所と
連携しているかを共有

ケアプランセンター
メロディ

管理者：飯嶋
主任介護支援専門員

※ケアプランデータ連携システム
※ワイズマンＡＳＰ



しあわせ運べるように公式サイト
http://www.shiawasehakoberuy
ouni.jp/



【知多市の居宅介護支援事業所おけるＩＣＴによるＢＣＰ（感染・災害）】

エーゼットプラン
ケアプランせんが

ケアプランセンターメロディ

ワイズマンＡＳＰ

ケアプランデータ連携システム

新舞子すみれ訪問介護

くらそっとユウナル東海店

訪問介護メロディ

デイサービスメロディ東海

訪問介護メロディ東海

デイサービスメロディ

新舞子すみれデイサービス

アルト介護センター飛鳥台えみふるアルト介護センター飛鳥台

エーゼット訪問看護ステーション

エーゼット訪問介護ケア

メディコ阿久比デイケア

生司院

知多市社協ヘルパーステーション

ゆるり屋はちまき

プラムガーデンショートステイ

ゆるり屋テラス デイサービス梅の里

デイサービス元気

らくる大府ショートステイ

夢の楽園多屋店

夢の楽園わくわく店

なちゅらる デイサービスきほく

ハーブデイサービス

仙台屋

ニック

アサヒサンクリーン福祉用具センター名古屋 入浴介護センター

メディケア守山

デイサービスさとのゆめ 東海エイド西尾

フロンティア



ｖｚ

ワイズマンＡＳＰ

居宅介護
支援事業所

ワイズマンＡＳＰ

ケアプランデータ連携システム

ケアプランデータ連携システム ケアプランデータ連携システム

【みなさまの繋がりでＩＣＴの輪を広げませんか？】

ケアプランデータ連携システム

福祉用具貸与
通所介護

訪問看護訪問介護

訪問入浴

通所リハビリ

短期入所生活介護 地域密着型
通所介護

訪問リハビリ


